
令和３年度
第１回新宿区国民健康保険運営協議会

令和３年１２月１８日

新宿区健康部医療保険年金課

報告事項資料①

１ 保健事業報告

⑴ 生活習慣病治療中断者への受診勧奨事業及び受診行動適正化事業

⑵ 糖尿病性腎症等重症化予防事業

⑶ 残薬調整バッグ事業

２ 新宿区国民健康保険データヘルス計画 中間評価の実施について



事業概要

１（１）生活習慣病治療中断者への受診勧奨及び受診行動適正化事業（令和2年度事業実績及び令和3年度事業進捗状況）

受診行動適正化事業

重複受診・頻回受診・重複服薬や併用禁忌薬
剤使用の可能性がある区民（新宿区国民健康
保険被保険者）に対し、適切な情報の提供や
専門職による指導を実施。

同じ症状で複数の病院を受診し、その結果、
同様の薬を重複服用してしまったり、お薬
手帳を利用しないために、飲み合わせの悪
い薬の服用をしてしまうと…

事業②生活習慣病治療中断者への
受診勧奨事業（新宿区第二次実行計画事業３①）

かつて生活習慣病で治療を行っていたにもか
かわらず、治療を中断している可能性がある
区民（新宿区国民健康保険被保険者）に対し、
医療機関への受診勧奨事業を実施。

対象条件

生活習慣病治療中に、定期的な診療や適切
な服薬を自己判断で中断してしまうと…

事業①

平成３１年４月～令和２年３月診療分のレセプトデータを利用し、対象者を選定。

① 生活習慣病治療中断者への受診勧奨事業

② 受診行動適正化事業

① 生活習慣病治療中断者への受診勧奨事業

② 受診行動適正化事業

・「多忙」や「自覚症状がない」等の自己判断により治療を中断している
・新型コロナウイルス感染症を理由に医療機関への受診を自粛している

・お薬手帳やかかりつけ医・かかりつけ薬局を利用していない
・新型コロナウイルス感染症の収束が不透明な社会情勢下が、個々の不安につながり、
少なからず医療機関受診のタイミングに影響を及ぼしている

１．対象者について

２．通知文等の工夫

３．電話指導実施状況 （令和3年11月8日現在）

① 生活習慣病治療中断者への受診勧奨事業対象者 194名（うち通知指導のみ37名）
② 受診行動適正化事業対象者

・重複受診、頻回受診、重複服薬 151名（うち通知指導のみ37名）
・多剤服薬、併用禁忌薬剤使用 72名（うち通知指導のみ12名）

・ナッジ理論※２の要素を取り入れる
※２ナッジ理論…行動経済学の中で、

他者の行動を具体的に意識させる手法

・おくすりバッグ事業の通知を同封
受診行動適正化事業では、「残薬調整
バッグ事業」で活用している「おくすり
バッグ」の紹介を通知に同封

・対象者からの入電対応の強化
電話番号の登録がない対象者に対しても、
フリーダイヤルでの健康相談可能と文面
に記載。

目標値を大きく上回る実績値につながった要因として、受診指導の効果の他、新型コロナ
ウイルス感染症の収束が不透明な社会情勢下が、個々の医療機関受診タイミングの判断に
少なからず影響を及ぼしたことが考えられる。

令和２年度事業実績

令和2年度事業実績より見えた令和３年度に向けた課題

令和３年度事業進捗状況

対象条件

気づかぬうちに病状が
重症化し、命が危険にさら
される可能性があります。

対象者 通知指導 電話指導 目標値（治療再開率） 実績値（治療再開率）

203名 203名 97名 10%
5３.0％

（105/198名※１）

１．対象者

２．実施結果

※１令和2年9～12月診療分のレセプトデータにより効果分析を行った時点での対象者数（資格喪失者を除く）。資格確認日は令和3年３月１日。

３．実施結果考察

令和2年4月～令和3年3月診療分のレセプトデータを利用し、対象者を選定。

① 生活習慣病治療中断者への受診勧奨事業 58名（電話不通等による電話指導不可99名）
② 受診行動適正化事業

・重複受診、頻回受診、重複服薬 52名（電話不通等による電話指導不可62名）
・多剤服薬、併用禁忌薬剤使用 32名（電話不通等による電話指導不可28名）

【電話による保健指導実施件数速報値】

【電話指導時における対象者の声（一部抜粋）】

• 新型コロナウイルス感染拡大に伴い、受診を控えていた。今月は感染者数も減り、緊急
事態宣言も解除され、そろそろ受診しようと思っていたところにこのような電話がきて、
ある意味、後押しになって良かった。近々受診しようと思う。

薬の効果が強くなったり、
薬の副作用や飲み合わせの
悪い薬による健康被害が生
じる可能性があります。

対象者 通知指導 電話指導 目標値（受診行動改善率） 実績値（受診行動改善率）

重複受診、頻回

受診、重複服薬
101名 101名 53名 25%

92.7％
（89/96名※１）

多剤服薬、併用

禁忌薬剤使用
47名 47名 32名 25%

44.2％
（19/43名※１）

また、専門用語を詰め込むよりも、電話
指導による現在の健康状態を相談できる
窓口の紹介を強調した。

＜工夫例＞ナッジ理論 Incentives（報酬）
お得感があるものに反応する。与えられるこ
とより失うことを避ける。



                                                 

                                

  

                               

                                                              

  

 

 

 

 

１（２） 糖尿病性腎症等重症化予防事業 

しんじゅく健康フレンズ 事業の概要 

〇 糖尿病で通院する患者のうち、重症化するリスクの高い者に対し、かかりつけ医と 

 連携した保健指導を実施 

♦対象者 国民健康保険加入者で特定健診受診者のうち糖尿病治療中であって、以下の基 

    準に該当する者 

     ただし、がん等の終末期にある者など除外要件に該当する者を除く。 

      

 

 

♦保健指導内容  

 区の委託事業者において、看護職等の専門職が食事や運動等に関する指導を電話及び面談 

で行う。 

♦保健指導期間 

 6 ヵ月間（８月～翌年３月） 

 

 

令和２年度実績 

〇保健指導対象者 10名 

 【性別】男：９名 女：１名 【年代】６０代：３名 ７０代：７名 

対象者数 参加者数 終了者数
維持改善者

数
利用率 改善率

参加状況 61 10 10

生活習慣
改善状況

10 8 80.0%

検査数値
状況

10 10 100%

令和３年度実施状況 R３．１０．１現在   

〇保健指導対象者 ５名 

 【性別】男：５名 女：０名  

 【年代】４０代：１名 ５０代：１名 ６０代：１名 ７０代：２名 

対象者数 参加者数 終了者数
維持改善者

数
利用率 改善率

参加状況 60 5

生活習慣
改善状況
検査数値
状況

 

 



事 業 概 要

区が作成した残薬整理に使用するバッグを薬剤師会及び加盟薬局の協力をいただいて、効果が見込まれる概ね６５歳以上の高齢
者を主な対象として配付する。対象者は自宅にある残薬等をバッグに入れて薬局へ持参し、薬剤師により服薬状況・残薬等の確認
を受け、残薬の整理のほか、適切に薬を服用できるよう指導を受ける。令和3年度は令和３年７月１日より事業を開始している。

処方箋
交付

⑤実施結果
報告 医療機関

薬局区

①バッグ提供

受診③残薬等を入れ
たバッグを持参

事業の周知
・区及び薬剤師会HP
・新宿区広報
・受診行動適正化事業
対象者への周知

薬局：7月～

●原則新宿区区民で６５歳以上の国民健康
保険または後期高齢者医療制度加入者
※薬局を通して効果が見込まれる対象者
へ配付

残薬・お薬手帳・処方箋等

配付対象

区民

バッグ配布数 1,785個

区から新宿区薬剤師会
（143薬局）へバッグを提供

服薬状況・残薬等の確認

（新宿区薬剤師会）
令和２年度事業の実施結果

◇残薬調整等報告書提出数：25件
◇残薬の金額総計：224,281.7円

１、指導を受けた年代別実績：
９０歳代：７件 ８０歳代：２４件
７０歳代：１９件 ６０歳代：１件
５９歳以下：３件

２、残薬の理由(複数回答）
飲み忘れ：２９件
薬の種類が多すぎる：７件
転院のため：６件
入院によるもの：５件
症状改善：４件など

３、残薬指導とともに実施したこと
(複数回答）
服薬指導：４０件
薬の一包化：１７件
医療品等の相談：９件
お薬手帳の一冊化：６件
健康相談：３件など

④服薬の
管理・指導

１（３）残薬調整バッグ事業 事業全体経費 約1,126千円 うち約500千円が国保経費

令和２年度中間アン
ケートの意見を受けて、
デザインの見直し、
折りたたみ式に変更

令和3年度中間アンケート（令和3年11月実施）

◆事業中間アンケート回答数：142薬局

◆おくすりバッグ配布数：575個

◆本事業を通じてお薬の相談・残薬指導につながった薬局数：64薬局

【意見・感想（抜粋）】
・薬局様より：残薬についての患者の心境として、コンプライアンス不良が主

治医に知られることの不安やコロナ禍で受診が出来ない可能性
がある不安からか、「残薬がない」と回答されるケースが多い
印象がある。

・薬局様より：患者様と薬剤師との信頼関係を作る１つのツールとして役立っ
ている。

・患者様より：持ちやすくて使いやすいとのこと。

②バッグ配付

区役所：12月～
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